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１ 古川流域の総合的な治水対策協議会

の取組みについて

治水対策の進捗状況について

資料－１第７回古川流域の総合的な治水対策協議会(R５.３.23)



H29.7.23 9:25撮影

大住二丁目地内

H29.7.23 12:41撮影

大住南一丁目地内

平成２９年、３０年の古川流域浸水被害

平成29年７月 平成30年５月 合 計

床上床下浸水 ２７０件 １６６件 ４３６件

平成29年７月豪雨 主な浸水範囲

１ 古川流域の総合的な治水対策協議会の取組みについて

古川は、四ツ小屋地区のやぶれ沼を起点とし、一方は古川排水樋門から雄物川へ、もう一方
は猿田川へと流れる市管理の普通河川。
古川周辺では市街化が進み、雨水の流出量が増加し、近年、気候変動の影響もあり、浸水被
害が頻発化。特に平成29年７月豪雨、平成30年５月豪雨では大きな被害が発生した。

（流域面積Ａ＝約11.0km2、流路延長Ｌ＝約9.6km）

(1) 普通河川古川の概要

国道13号 四ツ小屋入口交差点

H29.7.23 10:07撮影

H29.7.23 11:32撮影

御野場新町地内

２

仁井田目長田一丁目地内

H29.7.23 10:07撮影

H29.7.23 10:39撮影

仁井田字新中島地内



(2) 「古川流域の総合的な治水対策協議会」設立

平成29年7月豪雨と同規模の洪水に対し、

｢床上浸水被害の解消｣を目標とした。

(4) 被害軽減目標

①雄物川水位の影響（外水位）

②猿田川水位の影響（背水）

③雨水管の排水先の水位の影響

④古川の流下能力不足

(3) 浸水被害の要因分析

国、県、市の３者が一体となり、浸水被害の軽減に向けた対策を検討するため、平成30年8月

に「古川流域の総合的な治水対策協議会」を設立し、令和元年１２月に対策内容をとりまとめた。

合同現地調査

月 日 協議会等 目的

平成30年８月17日 第1回 協議会 ・協議会の設立

平成30年11月11日 合同現地調査 ・現状把握

平成30年11月20日 第2回 協議会 ・取組状況の共有

平成31年３月26日 第3回 協議会 ・治水対策のあり方

令 和 元 年 ８ 月 ２ 日 第4回 協議会 ・複合案の検討

令和元年12月24日 第5回 協議会
・役割分担
・整備スケジュール

令和４年３月23日 第6回 協議会 ・進捗状況の確認

３

第６回協議会
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ヤブレ沼
岩見川

凡例： 水位計(秋田市)

猿田川樋門：秋田県
さるたがわひも ん

潟中町ポンプ：秋田市上下水道局
かたなかちょう

古川雨水排水ポンプ場（排水機場Ⅱ）
：秋田市上下水道局

ふるかわ う すいはいすい

古川排水機場（排水機場Ⅰ）
：秋田市建設部

はいすいきじょう

河川カメラ① 西潟敷一号橋

水位計① 大野橋

水位計② 大野新川橋

水位計③ 大久保古川橋

河川カメラ② 小股尻橋

河川カメラ③ 下久保新橋

凡例： 河川カメラ等(秋田市)

古川排水樋門：国土交通省
ふるかわはいすいひもん

現況写真

大住地区
道路冠水警報ユニット

(5) 古川流域の総合的な治水対策の概要について

排水機場Ⅰ（市建設部）、排水機場Ⅱおよび潟中町ポンプ（市上下水道局）、猿田川樋門（県）
危機管理型水位計、河川カメラ、水害ハザードマップなど

【ハード対策】

【ソフト対策】

古川分水門：秋田市建設部
ふるかわぶんすいもん

４



(6) 雄物川水系流域治水プロジェクト

・古川流域の総合的な治水対策は、「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」の一つに位置づけされた。

雄物川水系流域治水プロジェクト【位置図】

・流域治水プロジェクトとは、流域全体を俯瞰し、あらゆる関係者（国・県・市等）が協働して取り組む治水
対策「流域治水」の全体像を取りまとめたもの。

・雄物川水系流域治水プロジェクトは、雄物川圏域流域治水協議会により、令和３年３月３０日に策定された。

５

古川排水施設整備(国)(県)(市)



日 時：令和４年６月４日(土) １４:００～１５:３０
場 所：南部市民サービスセンター 多目的ホール
参加者：85名

（写真：秋田河川国道事務所提供）

■古川流域の総合的な治水対策に関する説明会の開催

(7) 令和４年度の取組について

■災害対策用排水ポンプ車合同排水訓練の実施

古川流域の総合的な治水対策協議会が主催し、
国、県、市の３者が合同で排水ポンプ車による排水
訓練を実施した。

日 時：令和４年５月26日(木) １３:３０～１４:３０
場 所：古川排水樋門（仁井田字柳林地内）
参加者：約100名

■県民防災の日啓発展示

期 間：令和４年５月23日（月）～26日（木）
場 所：秋田市役所 市民ホール、市民の広場
※排水ポンプ車の展示は、５月26日のみ

古川流域の総合的な治水対策事業の進捗状況等に
ついて、地域住民への周知を図るため、事業説明会
を開催した。

防災意識の啓発を目的に古川の治水対策などの防
災・減災対策の取組みに関するパネルや排水ポンプ
車の展示を行った。

６



２ 各整備項目の進捗状況

治水対策の進捗状況について

７

第７回古川流域の総合的な治水対策協議会(R５.３.23)



古川排水機場（排水機場Ⅰ）整備の進捗状況について 秋田市建設部

古川に流れ込む流域の水を雄物川に排水するための排水機場（ポンプ場）を整備
するもの。

定規断面外での整備が可能となり、経済性、施工日数で有利
○堤防乗越形式

○排水ポンプの小容量・多台数化

１台が故障の場合でも大幅な能力低下を防ぐことができ、リスク分散が図られる。

４ 特徴

１ 目的

令和２年度 排水機場基本設計、地質調査
令和３年度 排水機場詳細設計、用地調査、

排水機場設備詳細設計、連絡（工事用）道路・橋梁設計
令和４年度 用地取得、雄物川護岸・高水敷整備、連絡道路橋梁整備

２ これまでの取組

・
・
・
・
・

３ 整備概要

○排水機場の耐水化
水中ポンプの採用や発動発電機等を格納する操作棟を造成盛土上に設置

５ 事業スケジュール

○他施設との連携強化

古川左岸側（四ツ小屋字中山地内）
10m3/s（コラム式水中ポンプ（１m3/s）×10台）
発動発電機（ディーゼル式）×５台
堤防乗越形式 Φ600鋼管×10本
鉄骨平屋建、建築面積271.80m2 操作棟平面図

整備イメージ図

・古川分水門を排水機場操作棟で遠隔操作
・古川排水樋門（国）の操作を排水機場管理者（市）が行う予定。
・ICT技術を活用した運転状況等の遠隔監視により、他施設との情報共有を図る。

全体計画平面図

設置箇所
排水能力
給電設備
排水形式
操 作 棟

〇令和５年度事業内容

・排水機場整備（機場本体、機械電気設備） ・工事用道路 ８



排水機場Ⅱ（古川雨水排水ポンプ場）・潟中町ポンプ整備の進捗状況について 秋田市上下水道局

○堤防乗越形式
雄物川堤防の堤体の掘削等を最小限にでき、ゴルフ場コース下への樋管
埋設も不要となるため、施工日数で有利。

○排水機場の耐水化
下水道設計指針における「浸水しない構造」を採用し、自家発電機室、
電気室等の設置床高を浸水しない高さに設定する。

○排水ポンプの仕様を変更
ディーゼルエンジン駆動による排水ポンプを、近隣への騒音や振動に配慮
し、ガスタービン式の発動発電機を使用した排水ポンプへ変更した。
１台あたりの排水能力と台数を、設計指針に基づき費用対効果を再検討
した結果、８台設置とする。

○吐出水槽を設置
ポンプ稼働時に発生する振動が、堤体に影響を及ぼさないようすること、
ポンプの口径φ800を堤防乗越管の管径φ700へ絞る必要があることから、
吐出水槽を設置。

４ 特徴

大雨時の降雨による床上浸水被害を解消するため、古川（新川）に流れ
込む流域の雨水を雄物川に排水する施設（古川雨水排水ポンプ場）を整備
し、また、周囲に比して、地形的に低地である仁井田潟中町地区に、排水
ポンプを設置する。

１ 目的

令和２年度 下水道法に基づく事業計画変更
令和３年度 地下埋設物管理者や排水予定地管理者等との協議を実施

ポンプ場基本設計、地質調査、用地調査
令和４年度 ポンプ場詳細設計、地質調査、事業用地取得

河川協議（工作物占用等）

２ これまでの取組

・設置箇所 雄物川右岸側（秋田発電・工業用水道敷地北側）
・排水能力 11.0㎥/s（排水ポンプ（1.38 ㎥/s ）×８台）
・給電設備 発動発電機（ガスタービン式）
・排水形式 堤防乗越形式 φ700×15本
・引込施設 電動式引込ゲート２門
・導水路 ボックスカルバート（幅2.8m、高さ2.8m）L=151.4m

３ ポンプ場整備概要

※潟中町地区は排水ポンプの整備完了（Ｒ７末）まで暫定ポンプで対応する。

潟中町ポンプ

古川雨水
排水ポンプ場

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

事業計画変更 基本設計 詳細設計

地質調査 地質調査 導水路整備工事

用地取得

ポンプ場整備工事(ポンプ場・引込施設本体)

暫定ポンプ整備工事 詳細設計 ポンプ整備工事

河川協議・申請

用地調査

許可

ポンプ場整備工事(ポンプ等機械電気設備)

〇令和５年度事業内容
・ポンプ場整備（ポンプ場・引込施設本体／ポンプ等機械電気設備）
・導水路整備 ・河川協議（工作物占用等）

５ 事業スケジュール

ポンプ場イメージ図

ポンプ場整備全体図

古
川

引込施設

吐出水槽

堤防乗越管

古川雨水
排水ポンプ場

11.0㎥/s

雄物川へ強制排水

秋田リバーサイドグリーン

秋田発電・
工業用水道事務所

仁井田新中島
第三街区公園

９



年度 R２ R３ R４ R５ R６ R７

設計

用地・補償

工事

調査・予備設計 詳細設計

用地測量

移設補償

工 事

排水樋門

古川

猿田川

猿田川

排水樋門樋門一般図

猿田川樋門整備の進捗状況について 秋田県

猿田川から古川への背水（バックウォーター）を防ぐために、樋門を設
置するもの。

４ 特徴１ 目的

〇令和５年度事業内容

・用地測量、支障物件移転、事業説明会（沿川地域）

２ これまでの取組

・設置箇所 猿田川左岸
・計画流量 21m3/s
・樋門断面 (B)4.55m×(H)2.5m×２連
・ゲート形式 引上げ式ゲート

３ 整備概要 現況写真

５ 事業スケジュール

猿田川

古川

ＪＲ

令和２年度 測量、地質調査、排水樋門予備設計
令和３年度 排水樋門予備設計
令和４年度 排水樋門詳細設計

大野橋

・引上げ式ゲート形式の採用により、状況に応じたゲート操作が可能となり、
各施設との連携による効率的・効果的な運用が可能。

・動力と手動の両方で開閉操作が可能なため、非常時等でも確実な止水が可
能。

・施設位置を、大野橋を横断する位置から古川河道内に変更。通行止めなど、
周囲の交通への影響が最小限となるよう配慮。

10



事業進捗に伴う整備スケジュール（予定）の変更について

11

・古川排水機場（排水機場Ⅰ）および古川雨水排水ポンプ場（排水機場Ⅱ）の整備において、
排水形式を堤防乗越形式としたことから、国の受託による樋門工事が不要となったため。

第５回協議会で確認した「整備スケジュール（予定）」について、調査・設計等
の進捗に伴い、次のとおり変更する。

・猿田川樋門の調査設計の進捗により、適切な事業スケジュールに見直したため。

（当初） （変更）

【変更箇所と理由】



３ ソフト対策について

治水対策の進捗状況について

12

第７回古川流域の総合的な治水対策協議会(R５.３.23)



カメラ１(西潟敷一号橋)

古川河川カメラ等の運用状況について

カメラ3(下久保新橋)カメラ2(小股尻橋)

広報活動

広報あきた２０２２年７月15日号

新屋

豊岩

仁井田浄水場

古川
排水樋門

・広報あきた４月１日号
広報あきた７月15日号

・住民説明会６月４日開催

・(株)秋田ケーブルテレビ
による新聞掲載

箇所図

カメラ3(下久保新橋)

カメラ１(西潟敷一号橋)

カメラ2(小股尻橋)

大住地区道路冠水警報ユニット

水位計２（大野新川橋）

水位計３（大久保古川橋）

水位計１（大野橋）

・沿川に３台設置
・赤外線照明機能で

夜間視認性を確保
・水位の目安となる

量水標を設置

ネットワークカメラ

(2) し～なアプリ（CNA公式無料アプリ）

(1) 市ホームページ (3) 秋田ケーブルテレビ

配 信 方 法

アプリのインストール

コミュニティチャンネル
秋田ＬＩＶＥ（121ｃｈ）

2022年4月１日から
配信中

古川の河川カメラ等の映像配信を令和４年４月１日から開始。より多くの市民に活用されるよう、複数の媒体
で配信しているほか、広報あきた等での広報活動を行った結果、昨年８月の豪雨の際の再生回数が最多となるな
ど、一定程度の活用が確認され、引き続き広報活動等に努めていく。

16462
16921

17461

18704

19622
19997

20327
20699

21394
22086

16000

17000

18000

19000

20000

21000

22000

23000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

約5,600DL増加

し～なアプリダウンロード数

ダウンロード数最多日：7月21日（386DL）

927 

391 539 419 

3,708 

138 107 257 

1,766 1,743 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

河川カメラ等再生数(月別) しーなアプリ映像再生回数

観測地点：4地点（河川カメラ３＋道路冠水警報ユニット1）

再生数最多日：8月16日（929回）
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秋田市建設部

秋田南高校

仁井田

四ツ小屋



(1) 排水訓練

市では、防災機能のさらなる強化を図るため、令和３年度より、排水ポンプ車を２台配備している。円滑な作
業技術の習得を目的に排水訓練を実施し、昨年８月の豪雨の際は、古川排水樋門で排水作業を行った。

災害対策用排水ポンプ車の活動状況について

委託業者の円滑な作業技術の習得を目的とした排水訓練を
年４回（春期２回・秋期２回）実施。

古川流域の総合的な治水対策協議会が主催し、災害対策用排水ポ
ンプ車の作業技術のさらなる習得を図るため、出水期を前に、国、
県、市による排水ポンプ車の合同排水訓練を実施した。

(2) 出動実績

【参加車両】
排水ポンプ車 ３台
照明車 １台

月 日 場 所 ポンプ車

第１回 令和４年５月26日 古川排水樋門 ２号車

第２回 令和４年７月１日 三角沼緑地公園 １号車

第３回 令和４年10月19日 三角沼緑地公園 ２号車

第４回 令和４年11月11日 三角沼緑地公園 １号車

日 時：令和４年５月26日(木) １３:３０～１４:３０
場 所：古川排水樋門（仁井田字柳林地内）
参加者：約100名

国・県・市による災害対策用排水ポンプ車合同排水訓練を実施

令和４年８月豪雨
８月15日から16日にかけて前線や低気圧の影響により、各地で断

続的に強い雨が降り、雄物川の水位が上昇。古川への逆流を防ぐた
め古川排水樋門が閉門した。

古川の内水処理のため、排水ポンプ車60㎥（02号車）が出動し、
排水作業約20時間、推定総排水量約５7,000㎥におよぶ排水作業を
行い、古川の氾濫防止に効果を発揮した。
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